
現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

愛知川にかつてのにぎわいをもどす。多くの人が釣りをしたり、魚つかみをしたりする
人等が増え、愛知川と共に生きているという人を増やす。

②課題

愛知川に関して興味のない方が多くなり、以前に比べて住民が愛知川に対して
距離がある。

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

様々な人が愛知川に関して、現状をしり、自分事として考えるため

④地域資源

愛知川、円卓会議の開催

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

愛知川をテーマにした円卓会議を開催する

⑥担い手（Who）

環境円卓会議運営委員会
課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環

愛知川の現状がわかり、情報が地域内にまわる

⑧事業で生じる成果

愛知川を身近に感じる人が増える

今回の円卓会議で、現状を知ることで、愛知川を再認識し、関心を持ってもらう人を増やしていきたい。また、愛知川をテーマに事業する団体
や事業所等に、資金的に支援をしていくことができる場をつくっていく。また、環境基本計画に重点テーマになっている「愛知川の復活」に少しづ
つ近づいていけるようにあゆみを進めていきたい。

事業の骨子

愛知川に関して興味のない方が多
くなり、以前に比べて住民が愛知
川に対して距離がある。

研究者、金融機関

ストーリー

事業のタネシート

活動地域・団体名：NPO法人まちづくりネット東近江

事業名称１：環境円卓会議「愛知川」をテーマに開催
あらすじ

東近江市内を流れる「愛知川」をテーマに環境円卓会議を開催する。1級河川では珍しく、1市地域を流れる川である。古くは、愛知川の鮎や
ホンモロコなどが採れる豊かな川であった。今回、様々な要因を持つ愛知川をテーマに関係者に集まってもらい、川の現状を知り、共有する場を
持つ場の開催を考えている。



現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

働きづらさを抱える若者の雇用創出

②課題

土地の取得等

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

遊休地の活用と働きづらさを抱える方々の所得向上を実現するため

④地域資源

遊休農地

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

有機栽培した野菜

⑥担い手（Who）

中間的就労を実現する団体
課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環

資金の循環（野菜の販売、雇用、社会的投資）

⑧事業で生じる成果

資金の循環（野菜の販売、雇用、社会的投資）

出口戦略

事業名称２：農福連携事業
あらすじ

引きこもりや障がいのある方々に働く場を提供している団体と龍谷大学、NTT西日本、UR、公益財団法人東近江三方よし基金が連携して
課題解決型ではなく価値創造型の農福連携事業を実現する。

ストーリー
市の遊休地を活用して野菜の有機栽培を農福連携で実現するプロジェクト。湖東信用金庫、龍谷大学、UR都市機構、東近江三方よし基
金等が連携して資金調達から技術的なサポート、商品のブランド化等を実現する。障がい者雇用後の退職者や働きづらさを抱える若者などの
雇用を創出する。これにより、都市と農村をつなぐ新たな産業づくりを実現すると共に、ケアの自給圏づくりにも貢献する。

事業の骨子

土地の取得等



現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来

環境に対する活動を支える資金源を構築することにより、活動の継続につなげ
る。

②課題

成果評価の設計

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

地域の森林や木材利用に関心の高い寄附者と、様々な活動を企画している団
体の思いをつなぐことで地域課題の解決を実現する。

④地域資源

地域の森林、木材、歴史文化等

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

あかね基金、助成金事業

⑥担い手（Who）

東近江三方よし基金
課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環

資金の循環（寄付、商品・サービス売上）

⑧事業で生じる成果

様々な活動を企画している団体が継続して活動をすることができる。また、その団
体同士がつながりを持つことにもつながる。

成果評価の設計

東近江の森と人をつなぐあかね基
金に寄付してくださる企業

事業名称３：東近江の森と人をつなぐ あかね基金助成事業
あらすじ

2020年度は、ガバメントクラウドファンディングや企業・個人の寄附を財源として、助成事業の公募中。里山保育を行う人材育成の事業やトレ
イル実行委員会などの活動を支援。環境・経済・社会の評価軸で成果目標を設定し、伴走支援を行う。

ストーリー
企業や個人の寄附を財源として創設された「東近江の森と人をつなぐ あかね基金」を活用して、助成事業を実施する。森林保全や森林・木
材の活用、森林文化の継承などを実現する取組を支援する。申請書類には、環境（脱炭素や生物多様性保全）、経済（地域経済の循
環）、社会（人と人がつながる時間）への貢献について記載し、目標設定する。

事業の骨子
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